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【手続補正書】
【提出日】平成28年9月8日(2016.9.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　透過型の頭部装着型表示装置であって、
　使用者の頭部に装着された状態において、画像データに基づいて画像を形成し、形成さ
れた画像を虚像として使用者に視認させる画像表示部と、
　前記画像表示部に対する特定の対象物の位置である対象位置を特定する位置特定部と、
　前記位置特定部が特定した前記対象位置に基づいて、前記画像表示部に対して、前記対
象位置を示す対象位置表示画像を形成させると共に、前記画像表示部が画像を形成する領
域である画像形成領域における前記対象位置表示画像の位置を設定する制御部と、を備え
る、頭部装着型表示装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の頭部装着型表示装置であって、さらに、
　使用者の視線方向を含む所定の範囲の外景を撮像する撮像部を備える、頭部装着型表示
装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の頭部装着型表示装置であって、さらに、
　前記撮像部が撮像する前記所定の範囲である撮像方向範囲に前記特定の対象物が含まれ
ているかを判定する方向判定部を備え、
　前記制御部は、前記方向判定部が前記撮像方向範囲に前記特定の対象物が含まれている
と判定した場合には、前記対象位置に基づいて、前記画像表示部に対して、前記対象位置
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表示画像を形成させると共に、前記画像形成領域における前記対象位置表示画像の位置を
設定し、前記方向判定部が前記撮像方向範囲に前記特定の対象物が含まれていないと判定
した場合には、前記対象位置に基づいて、前記画像表示部に対して、前記対象位置表示画
像を前記画像表示部から前記特定の対象物への方向を示す画像である対象方向推定画像と
して形成させると共に、前記画像形成領域における前記対象方向推定画像の位置を設定す
る、頭部装着型表示装置。
【請求項４】
　請求項３に記載の頭部装着型表示装置であって、
　前記制御部は、前記方向判定部が前記撮像方向範囲に前記特定の対象物が含まれている
と判定した場合には、前記画像表示部に、前記対象位置に基づいて設定される前記所定の
範囲を拡大または縮小した画像を形成させる、頭部装着型表示装置。
【請求項５】
　請求項３または４に記載の頭部装着型表示装置の頭部装着型表示装置であって、
　前記対象方向推定画像は、前記対象位置を示す画像を含む、頭部装着型表示装置。
【請求項６】
　請求項２から請求項５までのいずれか一項に記載の頭部装着型表示装置であって、
　前記制御部は、前記画像表示部に対して、前記撮像部が撮像した撮像画像を前記画像形
成領域よりも小さい領域の画像となるように形成させる、頭部装着型表示装置。
【請求項７】
　請求項６に記載の頭部装着型表示装置であって、
　前記制御部は、前記視線方向と、前記画像表示部から前記特定の対象物への方向とがな
す角度に基づいて、前記画像形成領域における前記撮像画像の位置を設定する、頭部装着
型表示装置。
【請求項８】
　請求項６または請求項７に記載の頭部装着型表示装置であって、
　前記制御部は、前記画像形成領域における前記撮像画像の位置を、前記画像形成領域に
おける中心を除く部分に設定する、頭部装着型表示装置。
【請求項９】
　請求項２から請求項８までのいずれか一項に記載の頭部装着型表示装置であって、
　前記制御部は、前記対象位置に基づいて前記画像表示部と前記特定の対象物との距離を
特定し、前記画像表示部に対して、特定した前記距離を示す画像を形成させる、頭部装着
型表示装置。
【請求項１０】
　請求項２から請求項９までのいずれか一項に記載の頭部装着型表示装置であって、さら
に、
　前記特定の対象物を示す画像である対象画像を記憶すると共に、前記撮像部が撮像した
撮像画像に前記対象画像が含まれているかを判定する画像判定部を備え、
　前記位置特定部は、前記撮像画像に前記対象画像が含まれていると判定された場合には
前記対象位置を特定し、前記撮像画像に前記対象画像が含まれていないと判定された場合
には前記対象位置を特定しない、頭部装着型表示装置。
【請求項１１】
　請求項２から請求項１０までのいずれか一項に記載の頭部装着型表示装置であって、さ
らに、
　使用者の視線方向を特定する視線方向特定部を備え、
　前記制御部は、前記画像表示部に、特定された前記視線方向に基づいて設定されると共
に前記撮像部に撮像される前記所定の範囲を拡大または縮小した画像を形成させる、頭部
装着型表示装置。
【請求項１２】
　請求項２から請求項１１までのいずれか一項に記載の頭部装着型表示装置であって、
　前記制御部は、前記画像表示部に、前記撮像部が撮像する前記所定の範囲を示す画像を
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形成させる、頭部装着型表示装置。
【請求項１３】
　請求項２から請求項１２までのいずれか一項に記載の頭部装着型表示装置であって、さ
らに、
　音声を取得する音声取得部を備え、
　前記制御部は、取得された音声に基づいて前記撮像部を制御する、頭部装着型表示装置
。
【請求項１４】
　請求項２から請求項１３までのいずれか一項に記載の頭部装着型表示装置であって、さ
らに、
　使用者の眼を撮像する眼撮像部を備え、
　前記制御部は、撮像された使用者の眼の状態に基づいて前記撮像部を制御する、頭部装
着型表示装置。
【請求項１５】
　請求項２から請求項１４までのいずれか一項に記載の頭部装着型表示装置であって、さ
らに、
　前記撮像部が撮像した画像における画像振れを補正する補正部を備える、頭部装着型表
示装置。
【請求項１６】
　請求項２から請求項１５までのいずれか一項に記載の頭部装着型表示装置であって、さ
らに、
　前記画像表示部の動きと、重力方向に対する前記画像表示部の傾きである表示部傾きと
、を検出する動き検出部と、
　検出された前記画像表示部の動きと前記表示部傾きとに基づいて、重力方向に対する前
記撮像部が撮像した画像の傾きを補正する補正部を備える、頭部装着型表示装置。
【請求項１７】
　使用者の頭部に装着された状態において、画像データに基づいて画像を形成し、形成し
た画像を虚像として使用者に視認させる画像表示部を有する透過型の頭部装着型表示装置
の制御方法であって、
　前記画像表示部に対する特定の対象物の位置である対象位置を特定する工程と、
　特定された前記対象位置に基づいて、前記画像表示部に対して、前記対象位置を示す対
象位置表示画像を形成させると共に、前記画像表示部が画像を形成する領域である画像形
成領域における前記対象位置表示画像の位置を設定する工程と、を備える、制御方法。
【請求項１８】
　特定の対象物の位置である対象位置を示す位置情報を送信する対象位置情報送信装置と
、透過型の頭部装着型表示装置と、を備える画像表示システムであって、
　前記頭部装着型表示装置は、
　使用者の頭部に装着された状態において、画像データに基づいて画像を形成し、形成し
た画像を虚像として使用者に視認させる画像表示部と、
　前記対象位置情報送信装置が送信する前記位置情報を受信して、前記対象位置を特定す
る位置特定部と、
　前記位置特定部が特定した前記対象位置に基づいて、前記画像表示部に対して、前記対
象位置を示す対象位置表示画像を形成させると共に、前記画像表示部が画像を形成する領
域である画像形成領域における前記対象位置表示画像の位置を設定する制御部と、を備え
る、画像表示システム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４７
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００４７】
　方向判定部１６１は、後述する９軸センサー６６が検出した画像表示部２０の向きから
推定される使用者ＵＳの視線方向と、画像表示部２０から被写体ＯＢへの方向である被写
体方向と、がなす角度が予め定められた閾値以上であるか否かを判定する。方向判定部１
６１は、カメラ６１が撮像する撮像方向範囲に被写体ＯＢが含まれているか否かを判定す
る。なお、撮像方向範囲とは、使用者の視線方向を含む所定の範囲である。方向判定部１
６１は、視線方向と被写体方向とがなす角度に基づいて、以下の３つの状態の内のいずれ
かに該当するかを判定する。
（１）被写体ＯＢがカメラ６１の画角の範囲に含まれている状態。
（２）被写体ＯＢがカメラ６１の画角の範囲に含まれず、かつ、使用者ＵＳの視野ＶＲに
含まれている状態。
（３）被写体ＯＢが使用者ＵＳの視野ＶＲに含まれていない状態。
なお、使用者ＵＳの視野角は、左右のそれぞれが１００度、上が５０度、下が７５度、と
予め設定されており、カメラ６１の画角よりも広い。使用者ＵＳの視線方向と被写体方向
とがなす角度が使用者ＵＳの視野角の範囲を超えると、方向判定部１６１は、被写体ＯＢ
が使用者ＵＳの視野ＶＲに含まれていないと判定する。
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